
 

 

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
受
領 

答

弁

第

六

一

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
〇
一
第
六
一
号 

 
 
 
 

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日 

内
閣
総
理
大
臣 

安

倍

晋
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衆

議

院

議

長 
大

島

理

森 

殿 

  

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
確
立
し
た
定
義
を
有
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
賭
博
事
犯
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
必
要
な
体
制
を
整
備
し
て
実
態
の
把

握
に
努
め
、
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
平
成
三
十
年
中
の
検
挙
件
数
と
し
て
警
察
庁
が
都
道
府
県
警
察
か
ら
報
告
を

受
け
た
も
の
は
十
三
件
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
三
人
に
対
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
京
都
区
検
察
庁
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
、
賭
博
罪
に
よ
り
公
訴
を
提
起
し

て
略
式
命
令
を
請
求
し
、
京
都
簡
易
裁
判
所
に
よ
り
、
罰
金
二
十
万
円
又
は
罰
金
三
十
万
円
の
略
式
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た



 

２ 

 

い
。 

五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
想
定
し
た
現
在
の
実
態
に
合
わ
せ
た
新
た
な
法
律
」
及
び
「
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ

の
合
法
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
時
点
で
、
政
府
と
し
て
、
刑

法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
八
十
五
条
の
賭
博
罪
等
の
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。 


